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1．は じめ に

　か つ て ヨ
ー

ロ ッ パ で は肌が白い こ とがステ イタ

ス であ っ た。それ は日やけを してい ない 白い肌 が

屋外労働をしない支配階級である証であ っ たた め

で ある 。 しかし産業革命が起こ り屋外労働が減 る

と、日やけ肌が流行す るようにな っ た 。 人／？は 「バ

カ ンス を取るこ とができるほど裕福である」 こと

を日やけ肌で ア ピー
ル したわけである。この よう

に肌色の 流行はその時代の 価値観を反映し常に 変

化していく e 肌色は時代を映す鏡と言 える e

　
一

方 、 近年の 日 本人の 肌色はどの ように変化 し

て いるの で あろ うか ？この 疑問に答える には色 彩

計 による客観的な肌色デ ータが有効で ある 。

　肌は半透明な物質であるため色彩計 による測定

の 際にエ ッ ジロス が起こ り、その程 度は機種によ

っ て 異なる。ゆえに異なる色彩計に よるデータ同

士 を簡単 に比較することはできない 。 資生堂で は

同 じ機種 を長年使用 して きたため 10 年間の肌色

変化 を分析する こ とがで きた 。 本研究で は 1991

〜1992 年の データ （
’
91 データ）とその 約 to

年後である 1999 〜2∞ 2 年 （
”
01 デ

ー
タ）の デ

ータ を解析し 、 変化を考察する 。

2．使 用 したデ ータの 詳細

　デ
ー
タ収集には分光型の 色彩計 CM −1000RH

（コ ニ カ ミ ノ ル タ製 、 照明径 15mm 、測定 径

10mm ）を用いた。
”
91 データは様々 な季節に測

定された 20 〜 59 歳の首都圏在住女性 794 名 、

℃ 1 デ ータ はも同様 に様 々な季節 に測 定され た

20 〜 59 歳の首都圏在住女性 771 名で ある。測

定部位 は、ほお （フ ェ
ースライ ンに近く色むらの

ない位置）・目の 下 （眼窩を避けた部位）
・首の 三

箇所で ある 。

3． 10年間の 肌 色変化

　
’
91 データ と

’
01 データで は同

一人を測定 して

い るわけで はないがデータ数が多いためそれぞれ

の 年の 肌色を代表する値と して 取り扱 うこととす

る。

　両データの ほお と首 における平均値 と 95％信

頼楕円を図 1〜2 に示す 。 ほおは 10 年間で黄白

い方向ヘ シフ トした ことがわか る 。 また楕円自体

も小さ くな っ てお り、これは肌色の バ う ツキが小

さ くな っ た ことを示 す （目の下 も同様の 傾向で あ

っ た）。 首も白い方向にシフ トしているがその量は

小さい。
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図 1 ：
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図 2 ：

’
9tデータと

’
Ol データの 比較 （首）

　以上の 女性の肌 が白くな っ た原因と して 考えら

れ るの が 紫外線 に対 する考え方の 変化で ある 。

1970 年代の 日本で は南国へ の 海外旅行ブ ー
ムや

化粧品メ ーカー
の 日やけ肌のキ ャ ンペ ーンによ っ

て 日やけ肌が流行 した。しか し 1980 年代の 終わ

りごろから紫外線の 「害」がクローズア ッ プされ、

最近で は 母子健康手帳か ら 日光 浴の 文言が削除さ

れ 、 黒い 日傘が普及す るなど 、
「日や け＝ 体 に悪い」

というイメ
ー

ジが定着しつつ ある
1）

。 サンスクリ

ー
ン （日やけ止め）の 市場規模の変化 を見ても

’
91

年か ら
’

Ol 年までで 2 倍近い 伸びを示して おり 、

紫外線ケア意識の 高揚が女 性の肌を白くしたとい

う仮説 を裏付けてい る。丁 寧に紫外線ケ アする顔

に属するほおと目の 下の変化が大きく、 今も昔も

紫外線ケア がおろそか に なりが ちで ある首の変化

が小さいの も納 得の いく結果である。さ らに美 白

化粧品の 研究開発も進み、新たな美 白成 分が開発

されるにつ れ市場規模も拡大して い る。

　舛 田 らが提案した肌の 分光反射率 からメ ラニ ン

量を推定するアルゴリズム
2）を使い 、

’

91 データ

と
’
01 データの メラニ ン量 を求めその 差を検定 し

た 。 両データの間には統計的に有意な差が認め ら

れ （P〈0，001 ）、 この 結果からも紫外線ケア及び美

白意識が与えた影響が大 きか っ たと推測で きる。

4．20 代か ら 30 代 へ の 変化

　
一般 に紫外線によ り生成され たメラニ ンは完全

に は 排除で きない た め 、 加 齢と共に 肌は徐々 に黒

くな る傾向があ る。図 3 は
’
91 年の 20 代 ・30

代、
’
01 年の 30 代の ほおの 95％信頼楕円で ある 。

’
91 デー

タにおいて 20 代に 比べ 30 代のほおは

統計的に有意な明 度低 下がある にもか かわ らず

（P〈O．OO1 ）、

’
91 デー

タ の 20 代から
’
01 デー

タ

の 30 代へ の加齢変化を見ると 、 加齢によ る明度

低 下を打ち消して余りあるほ ど白くな っ ている。

これは
’
91 データ時にはまだ紫外線ケアを十分に

して い なか っ たが 、 その 後ケア をするよ うに なっ

た ことが原因 と考え られる 。 手前味噌で あるが、

この変化は化粧品 メ ーカー各社が紫外線の 害に気

づ き、 地道に紫外線ケアの 重要性をア ピー
ル して

きた成果だと考える 。
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図 3 ： 20代か ら 30代 へ の肌色変化 （ほお）
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